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特　集 たんの吸引，医行為をめぐる連携
たんの吸引や経管栄養について，特養の介護職員が（一定の研修を受け，医師の指示の下で看護師と
連携しながら）行なっても「違法にはならない」とする厚生労働省の検討会報告書がまとめられまし
た。介護と看護がケアの輪を広げながら協働しているケースを紹介しつつ，それぞれを尊重したこれ
からのスムーズな連携について特集します。
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■特別記事
『逝かない身体―ALS 的日常を生きる』
　第41回大宅荘一ノンフィクション賞受賞記念対談　川口有美子／柳田邦男

■連載
訪問看護時事刻々　石田昌宏／在宅ケア もっとやさしく，もっと自由に！　秋山正子／すっきり＆
安心アロマ　百々雅子・福島光子／せんねん村村長 老いを地域で活かす　中澤明子／ほんとの出会
い　岡田真紀／読むことと旅すること　服部祥子／お母さんといっしょ　横谷順子

安全で効果的な介護職との協働を実現するために―介護職によるたんの吸引や
　経管栄養について，看護にできること　川村佐和子
介護職によるたんの吸引等，医行為について
　―在宅医療でいま，必要とされることは何か　太田秀樹
高齢者施設で働く介護職に必要な医療の知識と技術　城美奈子
胃ろうにおける医療　―　福祉の連携　伊藤佳世子
高齢者ケアに賭ける喜び―介護センターひよりを開設して　渡邊一敏
介護の豊かさを原点として―訪問看護ステーションひよりの実践　多田みゆき
社会学の視点からみた介護と看護の協働　上之園佳子
対談【高齢社会の鍵を握る介護と看護―介護研究会での実践から】

安達マツ子／小池洋子

編集
後記

●二年後の同時改定に何を望むか。どこを評価し，どんな支援があれば生きやすいか？　それぞれの立場で議
論が進んでいることと思います。これまで訪問看護は報酬がついていなくても「お金（制度）は後からついて
くるもの」と割り切って，必要とされることなら持ち出しとなってもやってみる心意気でやってきました。次
の改定に向け，そうした実践を知らせていくことも雑誌の使命と思います。実践報告や読者の声欄へのご投稿
をお待ちしています。……………………………………………………………………………………………………伊藤
●映画『瞽女さんの唄が聞こえる』を観た。40 年前に撮影された最後の高田瞽女 3 人の生活と道行きを，今になっ
て纏めたものだ。瞽女さんは盲目の旅芸人。上越の村々を唄を聴かせて旅をした。当時，人々は生まれた村を一歩
も出ずに生涯を終えることも少なくなかったから，彼女たちの“訪問”をとても楽しみに待っていた。新潟の在宅
医･黒岩貞夫先生は瞽女さんと訪問看護・介護に通ずるものがあると指摘している。秋山正子さんは自家製の歌集
をいつも鞄に新宿の町を渡りゆく。というわけで（？），本誌の主題歌を勝手に考え中・募集中なのです。…杉本
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